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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

気になるキーワード、
どれですか？18の視点 一般質問

（一般質問全編は各議員のＱＲコードから録画映像でご覧いただけます）

議員が独自の視点で市に考えを聞く一般質問はこれまで最多の18名が登壇。

18のキーワードから興味あるページへどうぞ。議員の解説　 も必見です！

P.7P.8P.9P.10P.11P.12P.13P.14P.15 P.8P.9P.10P.11P.12P.13P.14P.15P.16

市
長
選
挙
対
応

原
発
再
稼
働

下
水
道
事
業

稼
ぐ
燕
市

医
療
的
ケ
ア
児

今
後
の
農
政

人
口
密
度
向
上

産
業
振
興

教
育
の
課
題
は

政
策
提
案

政
治
姿
勢

市
民
参
画

柏
崎
刈
羽
原
発

農
地
転
用

業
務
見
直
し

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報

学
校
給
食

学
校
の
適
正
配
置

選挙違反をなくすためには

12
月
５
日
の
三
條
新

聞
に
大
変
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

見
出
し
は
﹁
佐
野
市
長
を
公

職
選
挙
法
違
反
で
告
発
﹂
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
来
年
は

市
議
選
が
行
わ
れ
る
が
、
選

挙
違
反
の
な
い
公
明
正
大
な

選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

問
市
長
選
挙
で
選
管
に
通

報
さ
れ
た
佐
野
陣
営
の

違
反
の
事
案
と
件
数
は
。
ま
た
、

選
管
は
そ
れ
ら
の
事
案
に
速
や

か
に
対
応
で
き
た
の
か
。

答
通
報
さ
れ
た
事
案
が
違

反
か
ど
う
か
は
警
察
が

決
め
る
こ
と
で
あ
り
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
判
断
で
き
か
ね

る
部
分
で
あ
る
。
告
示
日
前
の

通
報
は
、
政
治
活
動
用
ビ
ラ
の

内
容
に
関
す
る
も

の
が
１
件
。
告
示

日
以
降
は
、
選
挙

期
間
中
の
政
治
活

動
が
認
め
ら
れ
た

確
認
団
体
の
車
両

に
よ
る
連
呼
行
為

に
関
す
る
も
の
２

件
。
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
場
所
や
事
務

所
表
示
に
関
す
る

も
の
３
件
。
個
人
演
説
会
の
開

催
日
に
関
す
る
も
の
１
件
。
投

票
日
当
日
の
選
挙
運
動
に
関
す

る
も
の
が
１
件
。
こ
れ
ら
の
通

報
に
対
し
、
直
ち
に
現
地
確
認

を
行
い
、
事
実
確
認
の
上
、
警

察
へ
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
候
補
者
に
対
し

連
絡
を
行
っ
て
い
る
。
現
地
確

認
を
速
や
か
に
行
え
る
体
制
づ

く
り
を
、
で
き
る
限
り
人
員
を

配
置
し
て
整
え
た
い
。公職選挙法は昭和33年に制定

された。改訂はされているが、
時代に合っていない部分がある。

 答弁   候補者に違反をさせない体制も必要録画映像

タナカ・キン
 （市民クラブ）

質問項目▶  選挙管理委員会の仕事について 　市長の政治姿勢　柏崎刈羽原発の再稼働問題
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

下水道事業の今後の方向性は

問
下
水
道
事
業
の
今
後
の

方
向
性
を
伺
う
。

答
経
営
安
定
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
確
実
に
遂

行
す
る
。

問
下
水
道
事
業
に
お
け
る

汚お

で

い泥
利
用
に
関
し
て
市

の
見
解
を
伺
う
。

答
肥
料
と
し
て
再
利
用
し

て
い
る
委
託
業
者
か
ら

は
、
令
和
７
年
１
月
に
こ
れ
ま

で
の
汚
泥
肥
料
に
比
べ
、
よ
り

品
質
管
理
が
徹
底
さ
れ
、
ほ
か

の
肥
料
に
混
合
で
き
る
菌
体
り

ん
酸
肥
料
に
登
録
し
、
現
在
は

利
用
拡
大
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

問
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（
＊
）

の
導
入
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
伺
う
。

答
下
水
道
菅
の
破
損
に
起

因
し
た
小
規
模
な
陥
没

が
年
１
件
か
ら
３
件
。
そ
の
都

度
、
目
視
点
検
で
は
下
水
管
の

本
管
に
異
常
が
な
い

こ
と
か
ら
、
国
の
交

付
金
を
活
用
す
る
大

規
模
な
改
築
更
新
ま

で
至
っ
て
い
な
い
こ

と
、
下
水
終
末
処
理

場
の
老
朽
化
対
策
な

ど
の
対
応
す
べ
き
事

業
が
山
積
し
て
い
る
状
況
下
で
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
は

現
段
階
で
は
時
期
尚
早
と
考
え

る
。問

国
主
導
の
経
営
広
域
化

を
見
据
え
た
上
で
、
今

後
ど
の
よ
う
な
下
水
道
事
業
を

行
う
の
か
市
長
に
伺
う
。

答
燕
市
下
水
道
事
業
経
営

改
善
戦
略
に
基
づ
い
て
、

引
き
続
き
経
営
安
定
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
確
実
に
遂
行
す

る
。
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
国
の
交
付
金
制
度

を
最
大
限
活
用
し
て
施
設
の
老

朽
化
対
策
に
必
要
な
財
源
確
保

に
努
め
、
健
全
な
下
水
道
施
設

の
維
持
・
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

 答弁   経営安定化に向けた取組を確実に遂行録画映像

高
た か は し

橋妙
た え こ

子
（創成）

質問項目▶  下水道事業について 　予防医療と今後の医療提供体制

原発再稼働 佐野市長の姿勢は

再
稼
働
に
関
し
花
角

知
事
は
﹁
県
民
に
信

を
問
う
﹂
と
し
た
公
約
を
反

故
に
し
、
11
月
21
日
に
﹁
再

稼
働
に
つ
い
て
了
解
す
る
﹂

と
表
明
し
た
。
与
党
多
数
の

県
議
会
に
自
ら
の
﹁
信
任
﹂

に
問
題
を
す
り
替
え
て
判
断

を
委
ね
、
自
・
公
・
真
政
に

い
が
た
は
多
数
で
こ
れ
を
信

任
し
た
。
佐
野
新
市
長
に
再

稼
働
問
題
に
対
す
る
姿
勢
を

問
う
た
。

問
鈴
木
前
市
長
は
再
稼
働

問
題
に
関
し
て
、
現
状

の
ま
ま
で
は
再
稼
働
に
は
賛
同

で
き
な
い
と
い
う
姿
勢
を
一
貫

し
て
示
し
た
が
、
佐
野
市
長
の

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
再

稼
働
に
対
す
る
姿
勢
は
ど
う
か
。

県
の
意
識
調
査
で
は
燕
市
民
の

67
％
が
﹁
再
稼
働
の
条
件
は

整
っ
て
い
な
い
﹂
と
し
た
。
知

事
は
東
京
電
力
の

信
頼
性
を
評
価
し
、

国
に
は
７
項
目
を

示
し
確
認
事
項
と

し
た
。
佐
野
市
長

は
こ
れ
に
つ
い
て

ど
う
考
え
行
動
す

る
か
。

答
燕
市
の
こ
れ
ま
で
の
姿

勢
と
変
わ
ら
な
い
。
東

京
電
力
の
信
頼
性
、
避
難
計
画

の
実
効
性
、
国
の
責
任
が
曖
昧

で
あ
る
こ
と
か
ら
し
っ
か
り
と

対
応
を
見
極
め
た
い
。
知
事
が

国
に
示
し
た
７
項
目
は
国
か
ら

明
確
な
回
答
が
得
ら
れ
な
け
れ

ば
再
稼
働
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
。
内
容
の
実
効
性
を
見
極

め
毅
然
と
し
た
対
応
を
取
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

 答弁   明確回答ないなら再稼働すべきでない録画映像

長
な が い

井由
ゆ き お

喜雄
（日本共産党議員団）

質問項目▶  原発再稼働 　環境基本計画　子供のインフルエンザワクチン補助の拡大

稼ぐ燕市の実現を！

佐
野
市
長
は
選
挙
時

に
所
信
表
明
に
お
い

て
﹁
稼
ぐ
燕
市
﹂
を
掲
げ
た
。

企
業
誘
致
・
海
外
販
路
の
新

た
な
拡
大
・
基
金
の
運
用
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
戦
略
を

質
問
し
た
。

問
国
内
で
も
有
数
の
高
度

な
金
属
加
工
技
術
を
持

つ
製
造
業
の
集
積
地
で
あ
る
燕

市
は
、企
業
の
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド︵
実

証
実
験
施
設
︶
の
誘
致
に
よ
っ

て
産
業
の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ

る
の
で
、
今
後
研
究
し

て
い
く
。

問
海
外
販
路
の
新
た
な
拡

大
で
、
今
後
中
長
期
的

に
成
長
が
見
込
ま
れ
る
イ
ン
ド

な
ど
を
戦
略
的
に
考
え
て
は
ど

う
か
。

答
現
状
は
欧
米
や
台
湾
、

東
南
ア
ジ
ア
が
中
心
だ

が
、
今
後
は
検
討
し
て
い
く
。

問
市
内
企
業
に
き
め
細
か

く
対
応
し
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
、
市
役
所
に
海
外
販

路
専
用
の
相
談
窓
口
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

答
燕
三
条
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
に
も
相
談
窓

口
が
あ
る
の
で
そ
ち
ら
で
対
応

し
て
い
く
が
、
市
役
所
に
相
談

が
あ
っ
た
ら
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
く
。

問
第
３
次
燕
市
総
合
計
画

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
要
素
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
市
の

理
念
と
も
合
致
し
、
安
全
性
、

効
率
性
が
比
較
的
高
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
債
を
、
基
金
の
運
用
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
よ
り
市
の
財
政

健
全
化
に
寄
与
す
る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答
総
合
計
画
の
取
り
組
み

の
一
環
と
も
な
る
の
で
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

「稼ぐ燕市」の実現が市民の豊かな暮らしにつながる

（海外の展示会のイメージ写真）

 答弁   官民連携を強化して戦略的に進める録画映像

近
こ ん ど う

藤隆
た か ゆ き

行
（公明党）

質問項目▶  市長の掲げる「稼ぐ燕市」について 

医療的ケア児への支援と課題

本
市
は
令
和
４
年
度

に
医
療
的
ケ
ア
児

︵
以
下
﹁
医
ケ
ア
児
﹂︶
を
対

象
と
し
た
事
業
所
が
開
所

さ
れ
た
。
同
５
年
度
か
ら
は

県
央
地
域
初
と
な
る
医
療

的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
医
ケ
ア
児

が
必
要
と
す
る
関
連
分
野

の
支
援
の
調
整
を
開
始
し
て

い
る
。
ま
た
、
支
援
以
外
に

も
毎
年
講
演
会
を
開
催
す

る
等
、
医
ケ
ア
児
と
そ
の
家

族
の
交
流
や
情
報
交
換
の

場
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

問
医
ケ
ア
児
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
医
ケ
ア
児
の
支
援
は
も

と
よ
り
、
子
供
を
看
護

す
る
家
族
の
心
身
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
双
方
へ
の
支
援
の

両
立
が
重
要
で
あ
る
。

問
紙
お
む
つ
支
援
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

答
紙
お
む
つ
を
は
じ
め
と

し
た
排
泄
管
理
支
援
用

具
の
支
給
額
に
つ
い
て
、
令

和
８
年
度
か
ら
の
増
額
予
定

で
あ
る
。

問
医
ケ
ア
児
の
﹁
地
域
共

生
社
会
﹂
へ
の
参
画
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
伺
う
。

答
医
ケ
ア
児
の
在
籍
す
る

公
立
保
育
園
及
び
小
学

校
に
各
１
名
の
看
護
師
資
格

を
有
す
る
職
員
を
配
置
し
て
い

る
。
今
後
も
ケ
ア
の
必
要
な
園

児
・
児
童
生
徒
が
増
え
た
場

合
、
支
援
や
看
護
を
行
う
こ
と

の
で
き
る
人
材
を
確
保
す
る
。

 答弁   個々の状況等に応じた適切な支援を展開録画映像

大
お お し ま

島靖
や す ひ ろ

浩
　　　　（創成）

医療的ケア児に
ついて
出典：厚生労働省 

質問項目▶  医療的ケア児への支援状況と課題 　

終末処理場の老朽
化対策は喫緊の課
題である。砂ろ過
装置も老朽化対策
の優先度は高い

前々回の知事選で、花角知事は
投票日の朝刊にも「県民に信を
問います！」と広告を載せた

（＊） 水道・下水道・工業用水道といった水分野の公共施設を対象とした、官民連携による新しい事業方式です。
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今後の農政の方向性

問
圃
場
整
備
・
若
者
の
参

入
状
況
は
。

答
令
和
７
年
３
月
時
点
で

圃
場
整
備
率
は
70
％
で
、

現
在
７
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
市
の
農
業
を
未
来
に
つ
な

ぐ
に
は
後
継
者
の
定
着
、
と
り

わ
け
若
者
の
農
業
へ
の
参
入
は

必
要
不
可
欠
。
各
種
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
手
農

業
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

新
規
就
農
を
希
望
す
る
者
へ
の

支
援
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

問
現
在
の
総
合
防
災
訓
練

の
実
施
状
況
は
。 

答
平
成
27
年
度
以
降
は
、

毎
年
７
月
の
第
１
日
曜

に
行
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
前
は

市
役
所
南
側
駐
車
場
で
、
関
係

機
関
が
多
数
参
加
す
る
い
わ
ゆ

る
劇
場
型
訓
練
と
、
自
治
会
な

ど
が
地
域
で
実
施
す
る
避
難
訓

練
等
を
並
行
し
て
実
施
し
た
。

現
在
は
、
基
本
的
に
地
震
や
水

害
を
想
定
し
た
訓
練
と
し
て
、

各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
実

践
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
を

行
っ
て
い
る
。 

問
災
害
時
の
担
い
手
確
保

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答
担
い
手
と
し
て
大
き
な

力
と
な
る
消
防
団
の
確

保
に
尽
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
定
数
の
確
保
が
難
し
い
状

況
。
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織

や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

地
域
の
担
い
手
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
。

 答弁   今後の課題は担い手の確保と高収益化録画映像

藤
ふ じ い

井秀
ひ で と

人
（新風みらい）

質問項目▶  今後の農政について 　 減災対応について 　

コロナ前の劇場型防災訓練

市街地の人口密度の向上を！

市
街
地
の
人
口
密
度

が
急
低
下
し
、
既
存

イ
ン
フ
ラ
の
利
用
が
減
る
一

方
、
宅
地
開
発
に
よ
る
整
備

拡
大
は
続
い
て
い
る
。
さ
ら

な
る
人
口
減
少
と
老
朽
化
が

進
む
中
、
維
持
更
新
コ
ス
ト

の
増
大
は
都
市
の
持
続
性
に

致
命
的
な
リ
ス
ク
と
な
る
。

既
に
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
た
市

街
地
の
人
口
密
度
向
上
は
、

極
め
て
重
要
か
つ
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。　

問
加
速
度
的
に
進
行
す
る

市
街
地
人
口
の
低
密
度

化
が
、
将
来
的
な
都
市
経
営
・

地
域
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
も
た
ら
す
か
。

答
一
定
の
人
口
密
度
に
支

え
ら
れ
て
き
た
医
療
福

祉
・
子
育
て
・
商
業
等
の
生
活

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な

る
。問

燕
市
も
人
口
減
少
が
確

実
で
あ
り
、
将
来
的
に

過
剰
と
な
り
か
ね
な
い
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
拡
大
を
抑
制
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
既
に
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
市
街
地

の
人
口
密
度
の
維
持
向
上
を
図

り
、
都
市
経
営
の
経
済
性
を
高

め
る
こ
と
が
将
来
に
わ
た
り
燕

市
民
の
生
活
を
立
ち
行
か
せ
る

た
め
に
必
要
で
は
な
い
か
。

答
都
市
の
持
続
可
能
性
に

と
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ
コ

ス
ト
の
増
大
が
リ
ス
ク
で
あ
る

と
強
く
感
じ
て
い
る
。
町
な
か

へ
の
居
住
誘
導
を
促
進
す
る
た

め
、
引
き
続
き
移
住
定
住
施
策
、

空
き
家
対
策
、
中
心
市
街
地
の

魅
力
向
上
な
ど
、
各
施
策
に
総

合
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

DID密度30人/ha未満では、生活サービスが著しく低下し行政コストも激
増するとされている（画像等データ元：燕市立地適正化計画）

 答弁   しっかりと居住誘導をやっていく！録画映像

小
こ ば や し

林由
よ し あ き

明
（創成）

質問項目▶  持続可能都市の実現  　

小池工業団地拡充の進展は

問
国
・
県
だ
け
で
な
く
地

権
者
や
関
係
者
と
も
定

期
的
に
情
報
共
有
し
て
い
る
か
。

答
昨
年
10
月
に
面
談
し
、

農
振
除
外
は
時
間
を
要

す
る
旨
、
今
年
11
月
に
も
代
表

へ
現
状
を
説
明
。
今
後
も
定
期

的
に
共
有
し
て
い
く
。

教
育
に
つ
い
て

鈴
木
前
市
長
の
下
、

ふ
る
さ
と
燕
へ
の
誇
り

と
愛
着
を
育
み
、
特
色
あ
る

教
育
を
推
進
し
て
き
た
。

問
佐
野
新
市
長
が
考
え
る

教
育
の
課
題
は
。

答
①
発
達
障
が
い
を
含
む

　

特
別
支
援
の
早
期
発

見
・
早
期
対
応
と
個
別
支
援
の

充
実
。

② 

増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
へ

の
対
応
。

③ 

部
活
動
の
地
域
展
開
の
着
実

な
推
進
。

④ 

学
習
環
境
の
整

備
と
考
え
て
い
る
。

併
せ
て
従
来
施
策

を
継
承
・
発
展
さ

せ
、
個
性
を
尊
重

し
地
域
・
世
界
で

活
躍
す
る
人
材
育

成
を
進
め
、
社
会
変
化
に
応

じ
た
施
策
を
研
究
し
、
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
子
供
の

健
や
か
な
成
長
に
つ
な
げ
る
。

問
特
別
支
援
や
不
登
校
は

一
人
一
人
の
対
応
が
必

要
で
あ
り
、
1
対
1
の
支
援
に

は
時
間
・
報
告
業
務
が
増
え
、

職
員
負
担
や
予
算
も
大
き
く
な

る
。
Ａ
Ｉ
の
調
査
研
究
や
導
入

に
つ
い
て
の
現
状
は
。

答
国
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
年

齢
制
限
な
ど
の
リ
ス
ク

を
踏
ま
え
、
教
員
用
と
児
童
生

徒
用
を
分
け
て
慎
重
に
検
討
し
、

費
用
対
効
果
も
見
な
が
ら
前
向

き
に
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

 答弁   ニーズ調査踏まえ、整備へ協議推進中録画映像

齋
さ い と う

藤和
か ず や

也
（創成）

質問項目▶  新市長の政治姿勢について 

燕市の産業振興に何をする？

問
燕
市
の
産
業
振
興
、
雇

用
促
進
に
関
し
て
、
重

点
的
に
取
り
組
み
た
い
施
策
を

伺
う
。

答
企
業
誘
致
や
民
間
主
導

型
の
新
た
な
産
業
創
出

を
推
し
進
め
る
ほ
か
、
海
外
を

含
め
た
新
た
な
販
路
拡
大
や
受

注
増
加
を
目
指
し
た
施
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

問
う
さ
ぎ
も
ち
ハ
レ
ラ
テ

つ
ば
め
の
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

答
ハ
レ
ラ
テ
つ
ば
め
は
公

共
施
設
も
近
接
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
機
能
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
﹁
他
市

に
は
な
い
子
供
の
遊
び
場
の
拠

点
﹂
で
あ
る
。
多
様
な
世
代
の

交
流
の
場
と
な
り
得
る
﹁
に
ぎ

わ
い
の
交
流
拠
点
﹂
と
し
て
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
エ
リ
ア
だ

と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
エ
リ

ア
の
魅
力
を
発
信
し
、
燕
市
へ

の
移
住
や
定
住
の
促
進
に
つ
な

げ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
価
値
の

創
出
を

問
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
新

た
な
付
加
価
値
の
創
出
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
方
向
性

を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
伺
う
。

答
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点

を
契
機
と
し
た
地
域
の

付
加
価
値
創
出
や
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う

な
施
策
を
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

うさぎもちハレラ
テつばめ

「わいわいひろば」

 答弁   企業誘致や民間主導型の新規産業創出を録画映像

田
た ざ わ

澤信
の ぶ ゆ き

行
（新風みらい）

質問項目▶ 　 新市長体制での取り組みについて 　 イノベーション創出事業について 

小池工業団地の南側
（つばめ物流センター
下部）の拡充
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

どう臨む、新年度予算編成

問
人
口
減
少
社
会
を
前
提

に
施
策
の
展
開
が
望
ま

れ
る
中
、
新
年
度
予
算
編
成
方

針
と
最
重
要
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。答

市
長
選
挙
公
約
を
十
分

考
慮
し
、
高
い
成
果
が

期
待
で
き
る
事
業
や
緊
急
性
の

高
い
事
業
に
最
優
先
で
財
源
配

分
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
人
口

減
少
社
会
対
応
を
最
重
要
課

題
と
し
て
﹁
稼
ぐ
燕
市
、
育
て

る
燕
市
、
燕
は
ひ
と
つ
﹂
を
意

識
し
た
予
算
編
成
を
す
る
。
そ

の
際
、
令
和
８
年
度
予
算
は
令

和
９
年
度
以
降
に
向
け
て
の
準

備
期
間
と
捉
え
て
い
る
。

問
地
方
小
規
模
自
治
体
燕

市
の
人
口
問
題
と
産
業

振
興
の
あ
る
べ
き
将
来
像
に
つ

い
て
伺
う
。

答
持
続
可
能
な
都
市
構
造

へ
の
転
換
を
図
る
都
市

機
能
を
誘
導
す
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
を
推
進
し
、
公
共
施
設

の
統
廃
合
、
集
約
化
に
一
層
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
限
ら
れ

た
財
源
を
重
点
的
に
効
率
的
な

行
政
へ
と
進
化
さ
せ
て
い
く
。

　

産
業
振
興
は
経
済
基
盤
の

も
の
づ
く
り
産
業
の
活
力
維
持
、

Ｄ
Ｘ
や
設
備
投
資
に
加
え
事
業

継
承
、
海
外
販
路
拡
大
を
産

業
界
と
一
体
に
取
り
組
み
、
併

せ
て
難
し
い
部
分
も
あ
る
が
企

業
誘
致
は
引
き
続
き
し
っ
か
り

や
っ
て
い
き
た
い
。

今年、合併20年。
21年目に向けて新たな展開に
期待、新燕市へ

 答弁   稼ぐ、育てる、燕市はひとつを３本柱に録画映像

渡
わ た な べ ひ ろ の ぶ

邉広宣
（市民クラブ）

質問項目▶  市長の政治姿勢 

市民が政策を直接市に提案！

問
市
長
が
提
唱
す
る
外
部

か
ら
人
材
を
登
用
し
て

の
副
市
長
２
人
体
制
に
つ
い
て

伺
う
。

答
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

拙
速
に
過
ぎ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
効
果
や
課
題
を
慎
重

に
検
討
す
る
。

問
地
域
の
世
代
間
連
携
に

つ
い
て
、
市
民
が
市
に

政
策
を
直
接
提
案
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
民
の
声
を
政
策
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
民
間

の
方
々
や
若
者
世
代
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
べ
く
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

問
燕
市
名
誉
市
民
の
Ｈ
Ｐ

で
の
紹
介
を
も
っ
と
詳

し
く
し
た
り
、
生
誕
や
没
後
の

節
目
の
年
に
は
、
そ
の
功
績
を

顕
彰
す
る
展
示
・
展
覧
会
を
開

催
し
て
ほ
し
い
が
。

答
市
の
Ｈ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、

掲
載
内
容
を
さ
ら
に
充

実
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
企
画

展
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

節
目
の
年
に
は
開
催
し
て
き
た

が
、
今
後
も
随
時
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

や
さ
し
い
日
本
語

は
外
国
人
に
有
用

問
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災

に
つ
い
て
、
外
国
人
居

住
者
に
分
か
り
や
す
く
的
確
に

防
災
情
報
・
災
害
情
報
を
伝
え

る
た
め
、
市
の
Ｈ
Ｐ
や
防
災
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
﹁
や
さ
し
い
日

本
語
﹂
を
活
用
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
市
で
は
、
外
国

人
向
け
の
燕
市
生
活
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
信
し
て
い
る
。

今
後
、
や
さ
し
い
日
本
語
を
防

災
情
報
の
提
供
に
活
用
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
く
。

 答弁   市政に興味関心を持って頂くことに注力録画映像

山
や ま ざ き

﨑光
み つ お

男
（無所属）

質問項目▶  市長の政治理念 　 燕市の顔となる人物について 　 近年の防災の動向 　燕市合併20周年について

外国人向けに、やさし
い日本語と英語で書
かれた「防災かるた」
が販売されている

柏崎刈羽原発について

問
鈴
木
前
市
長
は
令
和
７

年
３
月
議
会
、
６
月
議

会
、９
月
議
会
の
一
般
質
問
︵
同

僚
議
員
︶
の
中
で
、
柏
崎
刈
羽

原
発
に
つ
い
て
は
明
確
に
反
対

の
立
場
で
答
弁
し
て
い
る
が
、

佐
野
市
長
は
ど
の
よ
う
に
理
解

し
て
い
る
か
伺
う
。

答
鈴
木
前
市
長
の
答
弁
は

①
い
ま
だ
に
不
祥
事
が

続
く
東
京
電
力
の
原
発
事
業

者
と
し
て
の
適
格
性
に
つ
い
て
、

県
民
の
不
信
感
は
ま
だ
根
強
い

も
の
が
あ
る
。

②
避
難
計
画
の
実
効
性
に
お
い

て
も
、
実
効
性
と
い
う
意
味
で

は
ま
だ
ま
だ
住
民
が
納
得
で
き

る
状
況
で
は
な
い
。

③
福
島
原
発
の
訴
訟
の
状
況
を

見
る
限
り
、
万
が
一
重
大
な
事

故
が
発
生
し
た
場
合
の
国
の
責

任
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

以
上
３
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
懸
念
、
課
題
が
解

消
さ
れ
な
い
限
り
賛
同
で
き
な

い
と
鈴
木
前
市
長
は
一
貫
し
て

答
弁
し
て
お
り
、
私
も
そ
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

問
県
知
事
が
柏
崎
刈
羽
原

発
の
再
稼
働
を
容
認
し

た
こ
と
に
対
し
佐
野
市
長
は

﹃
重
い
決
断
を
し
て
敬
意
を
表

す
﹄
と
報
道
さ
れ
た
が
﹃
重
い

決
断
と
敬
意
﹄
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
伺
う
。

答
様
々
な
山
積
す
る
政
策

課
題
が
あ
る
中
で
、
一

つ
の
意
志
決
定
に
対
し
て
職
を

賭
し
て
と
い
う
こ
と
は
、
本
当

に
重
い
決
断
を
さ
れ
た
と
感
じ

て
い
る
。

柏崎刈羽原発の
今後の見通しは

 答弁   県知事答弁に重い決断を感じる録画映像

土
つ ち だ

田　昇
のぼる

（日本共産党議員団）

質問項目▶  柏崎刈羽原発について 

市民参画の仕組みは

市
長
が
掲
げ
る
﹁
み

ん
な
で
つ
く
る
燕
市
﹂

に
は
、
市
の
現
状
を
多
く
の

市
民
に
共
有
し
、
と
も
に
考

え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、

市
民
に
負
担
を
お
願
い
す
る

場
面
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

従
来
の
枠
を
超
え
た
市
民
参

画
の
仕
組
み
を
検
討
し
、
丁

寧
な
説
明
と
理
解
の
共
有
を

重
ね
て
い
く
考
え
が
示
さ
れ

て
い
る
。

問
市
民
参
画
、
職
員
意
見

の
反
映
等
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
市
政
懇
談
会
等
に
限

ら
ず
、
職
員
が
地
域
に
赴
い
て

市
民
ニ
ー
ズ
を
直
接
把
握
す
る

機
会
を
増
や
す
な
ど
、
民
間
・

若
者
世
代
の
意
見
を
よ
り
反
映

す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

外
国
人
住
民
増
加

へ
の
対
応
は

問
燕
市
の
外
国
人
住
民
は

５
年
前
の
約
１
・
６
倍

に
増
加
し
て
お
り
、
地
域
の

ル
ー
ル
が
共
有
さ
れ
ず
に
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
か
等

の
懸
念
を
持
つ
市
民
が
一
定
数

い
る
。
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
て
い
く
か
伺
う
。

答
外
国
人
住
民
を
特
別
扱

い
せ
ず
、
地
域
の
ル
ー

ル
が
守
ら
れ
な
い
場
合
は
適
切

に
指
導
し
な
が
ら
、
市
民
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
対

応
す
る
。

市民の声を政策に生か
す新たな参画の仕組み
が検討されている

（燕市役所）

 答弁   新たな参画手法を検討する

稲
い な む ら

村隆
た か ゆ き

行
（創成）

質問項目▶  市制方針について 　 外国人住民について 

録画映像
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

業務見直しで人件費の削減を

出
生
数
か
ら
推
測
す

る
と
、
６
年
後
は
現

在
の
小
学
生
よ
り
１
０
０
人

減
り
、
12
年
後
は
今
の
中
学

生
よ
り
２
０
０
人
少
な
い
人

口
構
成
に
な
る
。
一
学
年
２

０
０
人
３
学
年
で
６
０
０
人
、

そ
れ
は
12
年
後
燕
中
学
校
が

な
く
な
る
規
模
の
減
少
幅
で

あ
る
。
Ａ
Ｉ
の
活
用
Ｄ
Ｘ
と

予
算
付
け
し
な
が
ら
職
員
数

が
増
え
、
人
件
費
の
大
幅
増

と
な
っ
て
い
る
現
状
、
市
民

の
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
は
多
様

で
あ
る
。
市
民
ニ
ー
ズ
の
把

握
は
し
て
い
る
か
、
役
所
目

線
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
頼
っ
て
い
な

い
か
。
し
っ
か
り
検
証
し
て

も
ら
い
た
い
。

人
口
減
少
下
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
と
は

問
人
口
減
少
の
中
、
職
員

数
が
増
え
、
人
件
費
が

増
え
続
け
て
い
る
。
業
務
の
見

直
し
に
よ
る
業
務
量
の
縮
減
が

必
要
で
は
な
い
か
。
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
い
う
が
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
は
本
当
に
市
民
の
求

め
て
い
る
も
の
か
。

答
新
た
な
課
題
も
出
て
い

る
が
、
事
業
の
棚
卸
し
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
進
め
て
い
く
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
課
題
を
し
っ
か

り
把
握
し
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
く
。

　

市
政
に
対
す
る
説
明
を
し
て
、

地
域
の
方
々
に
燕
市
政
の
現
状

を
自
分
事
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
き
、
み
ん
な
で
つ
く
る
燕
市

に
し
て
い
き
た
い
。

2025年11月30日現在 男女別・年齢別人口調べから（燕市HP）	

 答弁   ＡＩ、ＤＸの活用で業務の効率化録画映像

中
な か や ま

山眞
し ん じ

二
（新風みらい）

質問項目▶  人口減への対応について　マニフェストにおける３つの柱について 　

都市計画の中における農地は

問
工
場
団
地
、
企
業
誘
致

な
ど
農
地
転
用
の
現
状

と
道
路
整
備
の
課
題
は
。

答
企
業
立
地
は
、
都
市
計

画
法
の
工
業
専
門
地
域
、

工
業
地
域
、
準
工
業
地
域
な
ど

約
４
３
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
工
場

の
業
務
の
利
用
を
増
進
す
る
地

域
で
あ
る
工
場
適
地
と
指
定
、

企
業
立
地
施
策
を
推
進
し
て
い

る
が
、
工
場
適
地
内
に
は
現
在

約
１
０
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

等
の
未
利
用
地
が
点
在
し
て
い

る
。
各
種
補
助
制
度
や
固
定
資

産
税
の
減
免
制
度
な
ど
、
市
の

独
自
支
援
を
含
め
た
優
遇
策
を

設
け
る
な
ど
し
、
未
利
用
地
解

消
に
努
め
て
い
る
。

　

農
地
転
用
は
、
立
地
企
業

が
行
う
個
別
の
転
用
許
可
申
請

に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
で
適

切
に
許
可
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。

道
路
整
備
の
問
題
は
、
新
た
な

道
路
建
設
は
社
会
的
影
響
が

大
き
く
、
地
域
住
民
や
利
害
関

係
者
と
の
合
意
形
成
が
不
可
欠

な
た
め
、
都
市
計
画
に
位
置
づ

け
る
必
要
が
あ
る
。

　

産
業
用
地
と
す
る
に
は
農
業

振
興
地
域
の
指
定
を
解
除
す
る
、

農
振
除
外
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
を

越
え
て
い
く
た
め
に
地
域
未
来

投
資
促
進
法
と
い
う
新
し
い
制

度
の
中
で
外
し
て
い
く
の
が
一

番
有
利
な
方
法
、
日
本
立
地
セ

ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事

業
を
活
用
し
た
り
、
民
間
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
、
金
融
機
関
と
連
携

し
、
企
業
が
立
地
し
て
も
ら
え

る
よ
う
未
利
用
地
の
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

 答弁   企業立地と道路整備には農地転用は必要録画映像

齋
さ い と う の ぶ ゆ き

藤信行
（創成）

質問項目▶  農業振興地域内農用地域区域 　市長ふれあいトーク　人材育成と働き方改革

質問項目▶  学校給食の無償化 　地域経済の現況と事業者支援

街を支えるＤＸの今後の展開

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
シ

ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス

問
道
路
や
公
園
の
損
傷
を

通
報
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
運
用
状
況
と
、
不
法
投
棄
な

ど
へ
の
通
報
対
象
拡
大
、
デ
ジ

タ
ル
機
器
に
不
慣
れ
な
高
齢
者

へ
の
普
及
に
つ
い
て
伺
う
。

答
シ
ス
テ
ム
開
始
か
ら
の

累
計
通
報
は
４
４
２
件

で
、
そ
の
う
ち
約
９
割
に
当
た

る
３
８
８
件
で
補
修
対
応
を

行
っ
た
。
高
齢
者
へ
は
チ
ラ
シ

配
布
等
で
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
市
民
の
利
便
性
向
上
に

向
け
て
対
象
の
拡
大
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

つ
ば
め
ト
ラ
ン
プ

問
郷
土
学
習
へ
の
活
用
や

市
外
へ
の
販
売
戦
略
、

内
容
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
供
た
ち
が
燕
市
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

全
小
中
学
校
の
各
ク
ラ
ス
に
配

布
し
た
。
今
後
は
道
の
駅
で
の

販
売
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
へ
の
追
加
な
ど
、
市
外
へ
も

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

絵本画家の黒井健さんが手がけ
た「つばめトランプ」で郷土の
魅力を再確認していただきたい 

 答弁   利便性向上を高め適切な修繕につなげる録画映像

小
こ ば や し

林秋
あ き み つ

光
（創成）

質問項目▶  デジタル技術を活用した市民サービス 　 つばめトランプ 　産業振興と地域社会のデジタル化

学校給食無償化の財源は

問
物
価
高
騰
の
中
、
学
校

給
食
無
償
化
に
踏
み
出

す
自
治
体
が
全
国
で
広
が
っ
て

い
る
。
高
市
新
首
相
が
来
年
４

月
に
公
立
小
学
校
の
無
償
化
実

施
へ
と
表
明
し
、
全
国
市
長
会

が
﹁
学
校
給
食
無
償
化
を
全
額

国
費
で
実
施
す
る
よ
う
求
め
る

緊
急
意
見
書
﹂
を
提
出
し
た
。

こ
の
緊
急
要
請
の
所
見
を
市
長

に
伺
う
。

答
現
在
の
報
道
内
容
で
は

給
食
の
質
を
維
持
す
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
、
不
足
分

の
地
方
負
担
が
避
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
私
と
し

て
は
学
校
給
食
無
償
化
を

標ひ
ょ
う
ぼ
う

榜
す
る
の
な
ら
、
国
の
責
任

で
必
要
額
を
全
額
国
費
で
確
保

す
る
仕
組
み
と
な
る
よ
う
求
め

る
、
全
国
市
長
会
の
意
見
に
賛

同
す
る
立
場
で
あ
り
、
地
元
選

出
国
会
議
員
の
事
務
所
へ
要
請

に
伺
っ
た
。

問
国
の
具
体
的
方
針
を
受

け
た
上
で
あ
る
が
、
保

護
者
に
負
担
が
及
ば
な
い
よ
う

な
取
り
組
み
を
図
る
よ
う
求
め

る
が
。

答
国
か
ら
正
式
な
通
知
が

届
く
内
容
を
踏
ま
え
て

検
討
し
、
し
っ
か
り
と
４
月
に

向
け
て
準
備
を
し
て
い
く
。

問
文
科
省
が
﹁
学
校
給
食

無
償
化
実
施
の
取
り
組

み
実
態
調
査
﹂
の
結
果
を
公
表

し
た
。
実
施
自
治
体
数
や
無
償

化
の
実
施
理
由
、
県
内
の
状
況

は
ど
う
か
。

答
期
間
限
定
や
多
子
世
帯

な
ど
を
含
む
形
で
７
７

５
自
治
体
が
実
施
し
て
お
り
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
や

子
育
て
支
援
が
実
施
の
理
由
に

な
る
。
県
内
で
は
完
全
無
償
化

は
５
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
。

 答弁   国の責任で必要額確保の仕組みを求める録画映像

宮
み や じ と し ひ ろ

路敏裕
（日本共産党議員団）

農地の転用がまたれる小池地区

年令 男 女 計 年令 男 女 計 
0歳 177 201 378 10歳 279 298 577 
1歳 206 190 396 11歳 314 292 606 
2歳 219 212 431 12歳 304 300 604 
3歳 216 227 443 13歳 318 334 652 
4歳 248 234 482 14歳 311 309 620 

0〜4歳 1,066 1,064 2,130 10〜14歳 1,526 1,533 3,059 
5歳 245 226 471 15歳 321 328 649 
6歳 244 239 483 16歳 340 329 669 
7歳 260 248 508 17歳 349 298 647 
8歳 291 236 527 18歳 341 325 666 
9歳 313 260 573 19歳 332 341 673 

5〜9歳 1,353 1,209 2,562 15〜19歳 1,683 1,621 3,304 
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一般質問 ･委員会室改修

　燕市議会では「広く市民に開かれた議会」に向け取り組んでおり、ア
ンケートを実施しています。今後の議会運営の参考とさせていただきま
すので、議会の傍聴にいらした際やインターネット配信をご視聴の際に
は、アンケートにご協力くださいますようお願いいたします。

議会定例会・
臨時会の中継・
録画映像はこ
ちらからご覧
いただけます

市議会の
傍聴の
ご案内

小中学校の統合・複式を問う

少
子
化
が
さ
ら
に
進

み
、
子
供
が
﹁
生
き

る
力
﹂
を
培
う
こ
と
が
で
き

る
学
校
教
育
を
保
障
す
る
観

点
か
ら
、
学
校
の
適
正
配
置

を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
適
正
配
置
を
検
討
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
の

老
朽
化
や
、
交
通
環
境
の
整

備
、
地
域
に
よ
り
人
口
動
態

が
大
き
く
異
な
る
こ
と
な
ど
、

学
校
を
取
り
巻
く
社
会
状
況

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

も
踏
ま
え
る
こ
と
や
、
保
護

者
や
地
域
住
民
へ
丁
寧
に
説

明
を
し
な
が
ら
計
画
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
本
市
に
お
け
る
小
中
学

校
の
適
正
配
置
の
基
本

的
な
考
え
方
を
伺
う
。
ど
の
よ

う
な
視
点
で
検
討
を
進
め
て
い

る
の
か
、
現
状
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。　
　

答
市
教
育
委
員
会
で
は
燕

市
建
物
系
公
共
施
設
保

有
量
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

小
、
中
学
校
の
将
来
的
な
児
童

生
徒
数
の
動
向
を
踏
ま
え
、
校

区
の
見
直
し
や
学
校
の
統
廃
合

な
ど
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
複

式
学
級
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
見
直
し
の
時
期
が

到
来
し
た
学
校
か
ら
順
次
検
討

し
て
い
る
。
現
在
、
分
水
北
小

学
校
と
島
上
小
学
校
の
２
校
で

子
供
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環

境
に
関
す
る
検
討
を
行
い
、
燕

市
立
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
を
両
校
に
設
置
し
、
延
べ
６

回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
検
討

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

児童生徒数は令和12年度722人
の減となる見込み。統合や複式は
どこの学校でも起こり得る

 答弁   児童生徒数の動向を踏まえ検討している録画映像

岡
お か や ま

山秀
ひ で よ し

義
（創成）

質問項目▶  小中学校の適正配置 　心を育てる教育

燕市HP
「小中学校の適正配置」

傍聴席への
資料表示のため
43インチディス
プレーを新たに
２台設置しました
　委員会室にも15席
ほどの傍聴席を用意
してあります。お気軽
にお出でください。

傍聴席側にモニターディスプレーを設置

委員会室：南側

つばめ市議会NOTEBOOK 16

委員会室もこう変わりましたAfter

　議員側・執行部側にそれぞれ1台
ずつを新たに設置し、映像の死角を
解消しました。さらに発言者の議員名
や執行部側の役職名が同時に表示さ
れます。12月議会から委員会の様子
も臨場感を持ってお伝えしています。

カメラを２台追加し
計 3 台で配信

傍聴者も資料を
見ることが
できるんですね




